
議事概要 

会議名 第２回 東洋大学との文京区学生と創るアグリイノベーション事

業オンラインミーティング 

日時 令和４年 11月 22日（火）13時 30分から 14時 30分まで 

場所・方法 ウェブ会議システムを用いたオンライン開催 

出席者（順不同） 生産者  菊地 潤様 

東洋大学 経済学部 総合政策学科 澁澤教授 

澁澤ゼミ ３年生 

佐々木様、山口様、一ノ宮様、生田目様、飯野様、河端様、木

村様 

澁澤ゼミ ２年生 

  増田様、森屋様、奥山様、大森様、松尾様、江川様、小笠原様 

盛岡市 玉山総合事務所 産業振興課 農政商工係  

高原、泉山、高橋 

議題項目 １ ３年チームからの発表 

 (1) POP作成 

 (2) カレンダーの作成 

 (3) PV作成 

 

２ ２年チームからの発表 

 (1) 写真集の作成 

 (2) フリーペーパーの作成 

 (3) 規格外イチゴの活用 

 

 

テーマ 発言者（敬称略） 議事 

１ ３年チーム

からの発表 

 

 

 

 

 

澁澤 東洋大学の澁澤です。本日は、参加している

学生の方から再度オンラインミーティングの

希望がありましたので、私の方でお願いをした

ところでございます。大変お仕事お忙しい中、

機会を作っていただき感謝申し上げます。 

それでは、学生の発表の方へ移らせて頂きた

いと思います。よろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) POP作成 
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まずは、お時間をいただけたことに対しまし

て菊地様、盛岡市の皆様へ感謝申し上げます。

誠にありがとうございます。今回３年生から

は、成果報告会に向けての今後の進め方や疑問

点などを解消していきたいと思っております。

今回、２年生も会議に参加しており、２年生の

方からも提案などがありますので本日は短い

時間ではありますが、よろしくお願いいたしま

す。それでは発表の方を始めさせて頂きます。 

 

３年の佐々木真太郎です。本日はよろしくお

願いいたします。３年チームの方から先に発表

させて頂きたいと思います。 

今回は３つの提案を軸に進めさせて頂きま

す。 

 

澁澤ゼミ３年の生田目です。新規提案の 1つ

目に販促用 POP の作成を提案させていただき

ます。具体例として、実際の写真を用いて POP

について紹介させて頂きます。こちらは野菜の

中ではマイナーな扱いのケールです。POPによ

って商品を目立たせ特徴を簡単に紹介してい

ます。また、ケールの良さを伝えるだけではな

く、消費者に購入後の想像をして頂けるように

調理方法などの情報を記載することで、購買意

欲を向上させています。 

このように、イチゴそのものに POPを添える

ことで商品の宣伝効果に寄与します。商品だけ

では伝えられない情報を入れることで、消費者

により魅力的に映るような工夫をし、POPの情

報によってイチゴを買う楽しみを膨らませた

りする効果があります。 

 今回は試作品を３点紹介させていただきま

す。ポイントとして、写真は菊地様が実際にイ

チゴを収穫している写真を使用することで、日

常をイメージしています。また、キャッチコピ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) カレンダー

の作成 
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ーのような少ない言葉で商品情報を覚えやす

いようにしています。そして３点とも手書きに

しています。デジタルで作成することは出来ま

すが、「すずあかね」は 1 年中販売するわけで

はないこと、イチゴの種類として「すずあかね」

は知名度が低いことを踏まえ、あえて手書きに

することで特別感・こだわりを出しています。

デジタルでは伝わらない、手書きならではの味

によってお客様にこだわっているものだと感

じてもらうことが出来ると思います。「すずあ

かね」の POP導入によってイチゴを買う楽しみ

の幅を広げ、販売促進に繋げていけるようにし

ていきます。 

 

 澁澤ゼミ３年の河端仁則です。オリジナルカ

レンダー作成について提案します。内容として

は、日常生活においても実用性のある玉山うる

おいイチゴ園オリジナルカレンダーを作成す

るというものです。 

主なメリットとして、１年を通して商品の

PR ができるという点、月ごとにイチゴの成長

過程を感じることができる点、「すずあかね」

をより身近に感じることができる点、カレンダ

ーは実用性が高いので誰にでも使っていただ

けるという点が挙げられます。 

 現状、インターネットで「農園 オリジナル

カレンダー」、「カレンダー 農園」などと検索

しても動物・キャラクターのものや作物の栽

培・収穫時期について説明しているものなどは

見られたものの、農園が栽培している作物や農

園自体に焦点が当てられた実用的なカレンダ

ーは見つかりませんでした。このことから、よ

り独自性の高いプロモーションが期待できる

のではないかと考えます。イチゴは見栄えがい

いのでカレンダーとの相性はとてもいいと思

います。現状はデザインイメージを PDFに落と



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) PV作成 
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し込んで作成しています。 

また、オリジナルの要素として、菊地様のお

写真を使用させていただいております。菊地様

から一言コメントなども付け加えていけば、よ

り良いカレンダーに仕上がるのではないかと

思いました。QRコードから ECサイトにアクセ

スできるなどの要素も入れたり、絵本のデザイ

ンを取り入れるなど、今までの取り組みを全面

に詰め込んだカレンダーを作成させていただ

きたいです。 

 

 最後に、プロモーションビデオの作成に移り

たいと思います。 

まず、こちらは盛岡市公式 YouTubeアカウン

ト「webmorioka」の動画掲載ページの画面とな

っております。私達は先日までオーディオブッ

クのシーズン 1 からシーズン 5 までを作らせ

ていただき、途中のシーズンでは菊地様にもご

出演いただいた活動となりました。この場をお

借りして感謝申し上げたいと思います。 

 今まではオーディオブックをメインにしま

したがこれを機にジャンルを変えて、新たなコ

ンテンツを増やすことで情報発信の継続を実

現し、新規顧客の獲得にも繋がるのではないか

と考えております。映している画像は、県外の

農園が作成した PV 動画となっております。見

ていただくと分かる通り、正面には農園のロゴ

が映し出されておりまして、そこで栽培されて

いるイチゴの画像が載っております。こうし

た、農園の独自性を押し出す動画を私達の方で

作成させていただくことで農園のブランディ

ング化に繋がるのではないかと考えておりま

す。 

私達が作成する動画によって、玉山うるおい

イチゴ園＝菊地様といった印象をより強く押

し出すことが出来れば良いと思っております。
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この取り組みに先立ちまして、私達の方で試作

品を作成しました。私達の方では、３学年にわ

たって菊地様の農園を訪問させていただいて

おりますので、現在動画の素材となる写真が

300枚ほどございます。その中から数枚選び取

って動画を作成させて頂きましたので、是非一

度ご覧になって頂きたいと思っております。そ

れでは、再生よろしくお願いします。 

 

【動画再生中】 

 

 今回は、『「すずあかね」が取れるまで(30秒

ver)』というタイトルで動画を作成させていた

だきました。私達は基本 15秒～30秒程度の動

画を幾つか作って、YouTubeのコンテンツとし

て更新させて頂くことが出来れば、情報発信の

継続といったところで実現できるのではない

かと考えております。 

 ３年チームのまとめです。上記の発表にあっ

た通り、販促 POPの作成、カレンダーの作成、

そして PV の作成といった、これら３つの提案

を実現することでコンテンツを拡充し、販売促

進・知名度向上に寄与するのではないかという

風に考えております。以上で、３年チームの発

表を終わります。ご清聴ありがとうございまし

た。 

 

お疲れ様でした。この３つの提案の中で幾つ

か質問したいことがあるのですが、まず菊地さ

んの方から分からない点、あるいは何かご指摘

等があればお願い出来ればと思います。いかが

でしょうか。 

 

 発表と提案ありがとうございました。PV な

ど色々と作ってもらって、本当にありがたいと

思っております。販売促進とか知名度の向上に
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繋げるところで、例えば先程の PV とかで言え

ば仮に YouTube にあげるとしたら概要欄にリ

ンクを載せたり、販売促進という意味合いも込

めて「STORES」のリンク付け、先程のカレンダ

ーの QR コードのような形で促進に繋げたりし

ていく様なイメージで良いでしょうか。 

 

 そうなります。今回の PV の内容にはどうい

う農園であるのかといったことや、生田目君が

動画内に出演していた様に、他にも自分達が行

っている活動の様子等も入れることで情報発

信にはなると思いますし、リンクなどの掲載を

することによって多岐にわたった情報の発信

が出来るかなと思っています。 

 

 僕も映像制作に携わっていたのでその時の

ことを思い出しながら拝見していたのですけ

れども、僕も instagramや Facebook を更新す

る時に映像制作時代の頃から気を付けている

ことがあって、お客様が動画や映像を見た時に

どうやったらそれが頭に残るかって、それこそ

音楽だったり、魅せ方だったり、もちろん色々

とあるのですけれども結構「あ、なるほど、へ

ぇー」って思うと頭に残りやすいのですね、映

像制作的に言うと。 

ただ、色々な農園さん、農業に限らず他の業

界でもですけど、そうやって YouTubeに動画を

あげたりされているのですが、大多数が結構

「内輪ウケ」みたいな自己満足の世界で終わっ

ちゃう動画が多いので、それって視聴者が見る

とどう思ってしまうかというと、少し「内輪ウ

ケ」で近付きにくいなというイメージが湧いて

しまうものです。 

やはり僕も農園のアイコンとかを作って親

しみやすさだとか、instagramの更新で気付き

を与える。例えば薬剤散布の話といったあまり



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口 

 

 

澁澤 

 

 

 

 

高橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

澁澤 

皆が見られないような部分を見せて、「ああ、

こんなことやっているんだぁ」とか知ってもら

うためにやっています。そういったところが

PV とかカレンダーは相性が良いと思います。

例えば、栽培とかイチゴが成るまでの過程を

順々に見ていけるというか。そういうことが頭

に残りやすいかなと思うので、PV とかでも何

か気付きを与えられる様なことが出来たら印

象に残りやすいのかなと見ていて思いました。

僕も、何か良いアイデアがあれば協力は惜しま

ないので、素敵なアイデアがあればなという風

に思いました。 

 

 アドバイスや、丁寧なご意見ありがとうござ

います。ご参考にさせて頂きます。 

 

 他に盛岡市の皆さん方、もし何かございまし

たらご指摘とか、感想とか、これ出来ないんじ

ゃないかとかありましたら是非お願いしたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

 

 主に感想ではありますが、私達も皆さんと同

じ様に、カレンダーの取り組みも栽培とかのス

ケジュールとかあれば、例えばカレンダーを持

っている人達にとっては「そろそろ instagram

とかを見れば予約ができるとか、販売のスケジ

ュールが見られるかな」といったようなイメー

ジが膨らみやすくてとても良いのではないか

なと思いました。PVの方も、また市の YouTube

を活用するということですけども、例えば 15

秒位にまとめたものとかあればそれを玉山う

るおいイチゴ園様の instagram とかでも流し

てみるといった、他の SNSでもそういった展開

が出来たりするのではないかなと思いました。 

 

 ありがとうございました。僕の方からも質問



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

させていただきます。カレンダーって当たり前

ですけど通常アナログで、紙に印刷されたもの

をぶら下げるわけです。そのことで写真があっ

たり絵が描いてあったりするから意味があっ

て、さらにそのカレンダーって書き込む人とか

が結構多いのですよね、特に年齢が高い方は。 

もし仮にそういうものを想定しているとす

ると、毎月めくることに意味があって、めくる

と「次はこれだよね」と思って、カレンダーは

ある意味楽しめるわけですよね。でも、印刷を

しなければいけないから印刷する際のコスト

と、それからそれをどういう形で配布するの

か。例えば、市役所に置いておいてフリーペー

パーみたいな形で配布するという手もあると

は思うのですけれども、そこから持っていく人

ってどれだけいるのかなと。それから、カレン

ダーは購入する時期が決まっていますよね。始

まってしまったらカレンダーはあまり意味が

ないから、年末前には配布し始めます。 

それから、仮にデジタルカレンダーであれば

コストはあまり掛からないですね。ただし、そ

の場合、わざわざデジタルなものってぶら下げ

ないから見ないですよね。スマートフォンを見

ていても、スマートフォンの中にはカレンダー

がありますから、必要な時にしか見ないわけ

で、カレンダーを楽しむ構図ってあまり無いと

思います。 

仮に、電子書籍でカレンダーの出版が出来た

としてもページ数が非常に少ないし、書き込め

ないなどの問題が出てくると思います。この辺

りをどういう風に考えるのか、また紙で幾つか

印刷しておくことによって、宣伝としてこうい

うのをやっていますって書いておく手もあり

ますけど、それが販売促進にどれほど繋がるの

か、この辺が問題なのかなと思います。 

それから、PV について、今は盛岡市役所の
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ご協力を頂いてオーディオブックを公式の

YouTubeに載せてもらっていますが、直接販売

に繋がるような内容だと思われるものを置く

ことって恐らく無理かと思います。また、菊地

さんが先程お話をされたように社員同士のよ

うな内輪だけで作ってしまうと、外から見た場

合にどう見えるのかをあまり考えないまま作

ってしまうために、他の人が見た場合に何だか

よく分からないということがよくあると思い

ます。 

モノを売るということを考えない、狭い範囲

の中でやるのは良いと思います。しかし、販売

を考えた場合は、相当用意周到に考えないと、

もし不快に思われたら逆効果ですよね。そこが

大変難しいのではないかなと思っています。キ

レイな動画を作ることは色々考えたら出来る

と思いますが、どの位見てくれるのか、販売促

進に繋がるのかっていうのは考える必要があ

るのかなと思います。コメントになりましたけ

どカレンダーについて、具体的なことを聞いた

ので何か考えがありますか。デジタルかアナロ

グかについて、考案した 3年生どうですか。 

 

 ３年の飯野です。カレンダーの作成につい

て、PDFで作成しているのですが実物化すると

なると、やはりカレンダー単体で販売という様

な形になるかと思います。しかし、どうしても

難易度が高い上に、費用的にもかなり掛かって

しまうので、現状考えていることはイチゴと抱

き合わせで販売、もしくは ECサイトでセット、

付属品のような形でカレンダーも一緒にとい

うのはどうかなと思いますが、菊地さんにちょ

っとお伺いをしてみたいと思います。 

 

 夏イチゴなので夏場の販売時に翌年のカレ

ンダーを入れるということですが、菊地さんど
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うですか。 

 

 入れることは問題ないかと思います。後はサ

イズとかの話になってきますが、デスクとかに

置く卓上カレンダーサイズであれば大丈夫だ

と思います。ただ、澁澤先生が仰ったように何

かを書き込むことも考慮すると色々レイアウ

トを考える必要があります。書けるようなスペ

ースかつ、イチゴの PR が出来るスペースとか

も考えなければいけないのですけれども、重量

が重くないという前提であれば入れることは

可能です。 

 

 ありがとうございます。今、菊地さんの方か

ら卓上だったら出来るのではないかとお話が

あったので、作成に取り掛かれたらと思いま

す。 

そうすると卓上カレンダーを買って置いて

おいてくれれば面白いですね。やはりカレンダ

ーは書き込んだり、何か写真を見る要素がある

からこそ意味がある。そのため、書き込むスペ

ースの問題とかをこれから検討していけば良

いのではないかと思います。ありがとうござい

ました。特に他にご意見が無ければ、これから

２年生の発表に移りますが何かございますか。

何か、菊地さんにこれを機会に聞きたいことと

かあれば是非。 

 

 ３年ゼミの佐々木です。幾つかご質問いたし

ます。まず、EC販売のことについて、導入して

みての印象、導入前と比べて自身の中で変わっ

たことがありましたら教えていただきたいと

思います。 

 

 EC 販売は結果からすると、非常にやって良

かったなと思っております。やはり販路拡大と
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いうのもありますし、あとは元々知識が無かっ

たというのもありますが、やり始めてみたら思

ったより簡単だなと思ったのはあります。特

に、紹介頂いた STORES は開設をするだけなら

誰でも出来ると思うので、細かい所はこだわっ

てとかも勿論ありますけど、販売の門扉を置い

とくという部分においてはとても良かったの

ではないかなと思っています。 

同じ様にふるさと納税の方にも試験的に参

加しました。そうすれば、盛岡の返礼品として

玉山の夏イチゴが使われているというところ

でも結構なアピールになるのではないかなと

思い、結果、そっちは２件ほど発注があり発送

いたしました。おおよその対応は STORES と一

緒なので総じて考えると「こんな感じで出来ち

ゃうんだなぁ」というのが正直なところです。 

ただ、今年はかなり不作だったので数量は少

ないのですが、来年はもうちょっと STORES を

拡充することとか、それこそ今年話していた

Amazon の方の運用もこの冬にでも準備してい

けたらと思っているので、こちらは引き続き取

り組んでいきたいと思っております。 

 

ありがとうございます。では、現在 EC 販売

に対する反響というのは今の所お客様からは

あまり見受けられないといった形にはなるの

でしょうか。 

 

そうですね。Amazon とか楽天市場みたいに

口コミを投稿できないかなと思うので、リアク

ションはやっぱりもらえてないですね。でも、

買えますよって紹介をしやすくはなったので

それは非常に良かったかなと思います。 

 

横から失礼いたします。STORES ですが、レ

ビュー機能がございまして、恐らくですが最初



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ２年チーム

からの発表 
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OFFの形になっていると思います。STORESの機

能を追加するという部分を探して ON にしてい

ただければレビューが出来るかと思います。や

はりレビューがあると販売促進や意欲向上に

繋がると思うので是非とも活用していただき

たいと思っております。 

 

澁澤ゼミ３年の一ノ宮です。本日は、貴重な

お時間ありがとうございます。私からは POPの

販売促進と併せて質問いたします。現状、POP

についてですが、直売所に置いていただけたら

と考えています。それに併せて、他にも「すず

あかね」を販売しているのであれば、そちらに

も置かせていただきたいとも考えています。そ

こで、現状の「すずあかね」の販売場所につい

て教えていただきたいです。 

 

現状、販売しているのは先程の EC サイトや

直売所のみですね。今年は新たな施設に販売し

ようと考えてはいたのですけれども、不作で数

量が確保出来なかったので、結果、見送りとし

ておりました。POPもそうなのですけど、以前

頂いたパッケージ用のシールとかも中々使え

なかったので、使えるなら使いたいなぁとは思

っているのでバランスを見ながら対応したい

と思います。今の所は大きく分けて EC サイト

と、直売所とその施設で少し手売りをするよう

な感じの３つを考えています。 

 

 ありがとうございました。それでは 2年生の

発表に移らせて頂きたいと思います。 

 

 ２年ゼミ長の増田歩美と申します。２年チー

ムの発表を始めさせていただきます。よろしく

お願いいたします。まずは菊地さんと盛岡市の

皆様、９月の盛岡訪問ありがとうございまし



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 写真集の

作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た。実際に足を運んでみて「すずあかね」や農

園の様子を拝見できたのは、今後の活動を考え

ていくうえですごく貴重な経験になりました。

この場をお借りして感謝申し上げます。また、

菊地さんがお怪我されたことを instagram で

拝見しました。お見舞い申し上げます。 

さて、２年からも３つ提案をさせていただき

ます。写真集に関しては増田が、フリーペーパ

ーは森屋、規格外イチゴに関しては江川、小笠

原が発表します。 

 

最初に写真集です。２つ目のフリーペーパー

にも重なりますが、情報発信が目的となりま

す。1点目に菊地様とゼミ生の活動の記録とそ

の発信。２点目に「すずあかね」や農園の知名

度向上。３つ目に売上アップへの貢献。４つ目

に新規就農者の増加です。 

写真集の内容といたしましては盛岡訪問時

の写真を用いた写真集となっております。二部

構成で一部は先ほどカレンダーの時にも出た

と思うのですが、培地から販売までの様子にな

っています。こちらは菊地さんの instagramを

参考にしております。次に、農園の雰囲気やレ

シピコンテストなどのゼミ活動の様子を掲載

しています。写真集の表紙のタイトルは明日へ

の轍です。ポイントは写真だけでなくナレーシ

ョン風のコメントを付けた点です。「すずあか

ね」や、玉山うるおいイチゴ園といったキーワ

ードが目立つような工夫をしました。写真を見

るだけでなく、コメントを読んで二度楽しめる

写真集になるようにしております。 

こちらは就農一年目と二年目の様子になり

ます。左から２番目の写真が第一回目のレシピ

コンテストの様子です。写真集の作成に関して

は一旦完成しており、kindle にて出版いたし

ました。しかし、修正箇所があったので再出版



 

 

 

 (2) フリーペ

ーパーの作成 
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に向けて修正しております。写真集に関しては

以上になります。 

 

 ２つ目の提案として、「フリーペーパー第二

弾」を提案いたします。 

内容に移りまして、前回のフリーペーパー第

一弾では、「玉山うるおいイチゴ園と澁澤ゼミ」

の関わりやその活動を中心に掲載されていま

した。今回の第二弾では、菊地様や玉山うるお

いイチゴ園の情報を中心に掲載するとともに、

プラスで澁澤ゼミとの活動を写真とともに掲

載できたらと考えています。内容は今までの議

事録や成果、９月に２年生グループ３名で訪問

した際のインタビューなどを掲載する予定で

す。 

また、フリーペーパーは直売所や市役所、娯

楽施設（ユートランド姫神）などに配置したい

と思っています。前回同様、盛岡市のホームペ

ージにも掲載することができれば、アナログと

デジタルの両面から PRすることができます。 

デザインの説明に入ります。デザインとして

は年齢問わず手に取りやすいデザインにした

いと考えています。また、前回では一枚完結型

のチラシで作成しましたが、今回は、表紙・裏

表紙合わせて６面、中４面の雑誌型の小冊子形

態を用いて作成しようと考えています。載せて

いるのが現在デザインされているものになり

ます。まだまだ修正を加えなければならないと

ころはありますが参考にしていただければ幸

いです。 

引き続きフリーペーパー第二弾を作成する

ことで、前回と同様に付加価値提供や知名度向

上につなげることができると思い、提案させて

いただきました。これでフリーペーパー第二弾

の説明は以上です。 

 



 (3) 規格外イ

チゴの活用 
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 最後に規格外イチゴを使った取り組みを提

案します。内容としては、イチゴを乾燥させた

商品を考えております。乾燥方法としては、自

然乾燥で乾燥させるという方法もありますが、

衛生面を考えてドライフードメーカーでの乾

燥方法をお勧めします。規格外のイチゴが出て

いると伺いましたので、規格外イチゴを活用し

て新しいものを生み出せないかと思い、加工開

発を行い、販売するという取り組みを提案しま

す。 

具体的な取り組みとしましては「すずあか

ね」を使ったドライイチゴを販売することで

す。販売方法は、EC販売、直売所での販売を提

案します。乾燥方法としては 60℃で約 6 時間

乾燥させるセミドライと 60℃で 12時間乾燥さ

せるドライの 2種類あります。また、砂糖を不

使用にすることで、「すずあかね」の香り・甘

味を楽しめるようになるのと、食品営業新規許

可申請が不要になります。 

「すずあかね」を使ったドライイチゴの実例

として県外でドライフルーツ夏イチゴ「すずあ

かね」がオンライン販売されています。菊地様

の「すずあかね」を使ったドライイチゴでも商

品展開が可能であると考えております。 

 

次に費用についてです。初期費用には、ドラ

イフードメーカーの費用によって変化します

が約 15,000 円かかります。農園の直売所に置

くと考えた場合のサイズや規模感を考えて、家

庭用ドライフードメーカーを想定しておりま

す。そして、1個当たりの費用は、袋や乾燥剤、

送料を合わせて約 250円と見込んでおります。

現在の市場に出ている商品の価格を参考にし

まして、ドライイチゴ（15ｇ）を 600円で販売

できればと思います。菊地様の規格外イチゴの

量によっては価格や量を変更した方が良いの
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であくまで目安です。 

ほかにも廃棄されてしまうイチゴの茎や葉

っぱの部分を乾燥させ、小動物用のおやつとし

て販売することも考えています。 

 イチゴを乾燥させ、ドライフルーツにするこ

とで、「すずあかね」の酸味を生かした新たな

味わいを引き出すことができ、菊地様の「すず

あかね」の新たな魅力を発信できると考えま

す。また、長期保存することが可能なので非常

食としての活用も期待できます。 

まとめとして付加価値提供・知名度向上を目

的とした写真集、フリーペーパー第二弾の作

成。サステナブルな農園を目指すことにも繋が

る規格外イチゴの活用、以上が提案内容です。 

これで２年生からの提案を終わりにしたいと

思います。 

 

 それでは先ほどと同じように２年生の発表

について菊地さんからご意見やコメントなど

があればと思いますので、よろしくお願いした

いと思います。 

 

 発表、ありがとうございました。イチゴを乾

燥しての活用は面白そうですね。規格外の活用

ということですが、川村商店様が規格外の物も

定価で買っていただけるものとなっておりま

す。そのためパティシエさんなどのほうでも加

工などすれば十分使えるものとなっておりま

す。乾燥させるなどの加工は考えていなかった

ため、今回の発表を聴いて、意外とできるもの

だなと思いました。一つ気になったのが

STORES などで冷凍イチゴなどを販売するとき

に、冷凍加工の免許が必要なのですが、乾燥に

ついては免許がいらないとのことでしたので

気になりました。こちらは実際に乾燥などをさ

せて、パッケージングすれば、免許は不要とい
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う認識でよろしいでしょうか。 

 

 ２年の小笠原が答えさせて頂きます。私たち

が盛岡市保健所に問い合わせたところ、砂糖な

どを使わず、ただ乾燥させるだけなら免許は必

要ないとのことでした。ジャムなどの場合は約

23,000円の免許が必要です。 

 

 それは販売するのにも、ちゃんとした表記さ

えあれば免許はいらないということですか。 

 

営業届があれば、販売も可能です。 

 

 なるほど、わかりました。営業届さえ出して

いれば通販などでも販売可能ですか。それだと

面白いなと思います。あと、ドライの時も冷凍

の時もイチゴのヘタをとるのですが、その部分

を乾燥させて、小動物用のエサなどに活用でき

るなら面白いと思いました。ヘタでも結構の数

になるので。今回の発表で面白い気づきだった

ので、乾燥以外でも考えて行きたいです。あり

がとうございました。 

 

 それでは２年生のほうで、質問がありました

ら貴重な機会ですので、質問をよろしくお願い

します。 

 

 澁澤ゼミ２年の奥山です。先日は盛岡市に訪

問させて頂き、菊地様、盛岡市の皆様、誠にあ

りがとうございました。それでは質問させて頂

きます。先ほどのコメントにてヘタの活用など

のご意見を頂きましたが、手入れや出荷時に出

るヘタや葉っぱについては基本廃棄でしょう

か。見学させていただいたときに増株しようと

生えてくるランナーは廃棄していたこと、ヘタ

の部分は食べられる見た目をしているので、ど
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うしているのかお聞きしたいです。 

 

 そうですね。僕も食べられそうだと思うので

すが、動物などが食べているのは見たことがな

いです。そもそも、イチゴというのはバラ科で、

手入れを長時間すると手がちくちくしてくる

ので、動物などが食べると喉がイガイガしてく

ると思い、個人的には見向きされていないのか

なと思います。あまり活用されているのは聞い

たことがないです。 

 

 ありがとうございます。ドライフルーツを作

るにあたって、廃棄される茎や葉っぱの活用な

ども考えたのですが、同様の理由で前例があま

り見つからなかったために、とても参考になり

ました。 

 

 時間がだいぶ押してきているので、僕のほう

で、今の発表についてコメントやまとめをさせ

て頂きます。 

まず規格外イチゴなどの活用については、僕

の認識では、フードロスとかの非常に大きい社

会問題に繋がると思っております。いらない部

分をただ捨てるではなく、なんらかの形にして

非常食として活用する。大学というのは、災害

などが起きたときのために、非常食を保管して

おります。仮に菊地さんのところで出来たもの

を乾燥させて、非常食としておくことができれ

ば、少量でも大学のホームページで掲載できま

す。そこでフードロスへの対応や、SDGs の持

続可能性の社会、食べ物をどう扱うのかをテー

マを書くことで、社会的意義からも付加価値は

すごく高まります。さらに、これらの内容を英

語にして出すこと。これらは日本よりも海外で

はかなり進んでおります。なぜやっているかと

いうと、企業に投資活動する時に、そういう基
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準を満たしているかというのは投資家にとっ

て１つの判断材料になるのです。しかし、日本

ではこの辺が遅れているため、例えば東洋大学

で地方創生活動において、規格外イチゴをフー

ドロスの観点から、非常食にして置いたという

ことがあれば、両方の観点から、社会的意義を

ものすごく果たしているということになるの

で、他の農園さんと比べた時に、差別化するこ

とができます。再度ですが、英語で書いている

ところはほとんどないので、やっていく意義は

ものすごく大きいです。あるいは盛岡市役所で

も、非常食として、フードロスの観点からおい

てあるということがあればとても良いと思い

ます。そのため、販売以外でも意義のあること

であり、日本の中でもさきがけな存在になりま

す。環境破壊など世間の目が厳しくなってき

て、景気が悪くなってきても日本はフードロス

への配慮が足りていません。 

売れる、売れないではありません。売ること

に焦点をあてると、コストや売れた量などの問

題になるかと思います。そうすると大変難しい

ために、少量でもフードロスなどの観点からや

る意味はあるかと思います。また僕が調べた範

囲では、できなくはないと思います。 

 

これってドライとかにすれば、前回も話した海

外に持っていくなどは可能ですか。 

 

ドライにしたら可能です。 

 

可能でしたら展開も期待できますね。 

 

 そうですね。もし規格外のものを海外に持っ

ていくことができればすごいじゃないですか。

そのエネルギーってすごいと思います。学生の

若いアイデアをいれることは大切です。例え
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ば、アメリカなどに持っていくのことができて

写真などで情報発信すれば、宣伝としても大き

いですし、社会的意義としても大変意味があり

ます。また何かあった時に、本当に使えるとい

うのは菊地さんがやっていることが伝わると

思います。大企業ではできないけど、菊地さん

のところではやっている。これは通じると思い

ます。 

フリーペーパーは前回もやったのでできる

と思います。写真集も、修正しているので、修

正が終わり次第、公開する流れで考えておりま

す。やはり規格外イチゴの活用ですよね。冬季

に是非とも考えて頂いて、具体的な成果を出せ

るようにすれば、僕たちも発表の時にこういう

発表したいので、今回はいい発表だったと僕自

身は思っております。 

大体コメントは以上です。今日の話は菊地さ

んと今後相談しながら、学生達もブラッシュア

ップしていきますので、また色々なやり取りを

させて頂いて現実的に見える形にできればと

思います。 

それでは時間的にピッタリですので、これで

今回の意見交換は終わりたいと思います。貴重

なお時間を頂き、ありがとうございました。今

回参加した学生達も、今回の意見交換で、自分

たちの案ができる、できないがわかったと思い

ますので、この後、さらに研究などを進めて、

販売促進につなげ、またいい形で発表できるよ

うに頑張りたいと思います。高橋さん、まとめ

させて頂きましたが、よろしいでしょうか。 

 

 はい、最後に規格外イチゴの活用について、

チャットのほうでイチゴの葉っぱを使ったお

茶の事例がありましたので共有させていただ

きます。 
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 ありがとうございます。もし良かったら盛岡

市のほうでも使って頂きたいですね。 

 

 そうですね。長期保存可能であれば、こちら

も避難所とかで災害時に活用できると思いま

す。お子さんのおやつなどにいいかと思いまし

た。どの程度保存できるかなどをこれから検討

しながら進めていただきたいです。 

 

僕のほうも、とても関心があるので進めていき

たいですね。 

 

それでは今回はありがとうございました。 

 

ありがとうございました！ 

 


